
国内旅行人数は微増
ＪＴＢ、年の見通し

旅行意欲は堅調、日並びも良い

「
三
都
物
語
」現
地
を
紹
介

Ｊ
Ｒ
西
な
ど
　

マ
ス
コ
ミ
対
象
に

ＪＴＢ

国
内
旅
行
は
７
％
減
に

東
日
観
光
　

社
長
に
井
口
常
務

ＪＡＴＡ
北
陸
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
分
散
へ

観
光
関
係
者
と
商
談
会

成定　竜一が説く　■■

高
速
バ
ス
と
は
何
か
⑦

酒
田
市
の
冬
の

風
物
詩
楽
し
む

日
本
旅
行
が
ツ
ア
ー

国
内
旅
行

月
期

Ｄ
Ｉ
マ
イ
ナ
ス


Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
、市
場
調
査

 － － － － － －
北海道 － －   － － －
東北 － － － － － － －

東京（ＴＤＲ、横浜を含む）   －  － － －
関東 － － － － － － －
甲信越 － － － － － － －

伊豆・箱根（静岡を含む） － － － － － － －
愛知・岐阜・三重 － － － － － － －

北陸   － － － － －
京阪神（京都、大阪、ＵＳＪ）       －

近畿  － － － － － －
山陽・山陰 － － － － － － －
四国 ━ ━ － － － － －
九州 － － － － － － －

沖縄・奄美   － － － － －

全般

国内旅行の需要動向（方面別）
１年前
－月

９カ月前
１－３月

６カ月前
４－６月

３カ月前
７－９月

現況
－月

３カ月後
１－３月

３カ月後
４－６月

　
１
月
１
日
付
ま
で
見
て
き

た
よ
う
に
、
わ
が
国
に
お
け

る
高
速
バ
ス
は
、
地
方
在
住

者
の
「
都
会
へ
の
足
」
と
し

て
成
長
し
て
き
た
。
地
方
部

に
お
け
る
乗
り
合
い
バ
ス
事

業
者
は「
地
元
の
名
士
企
業
」

で
あ
り
、
そ
の
フ
ラ
ッ
グ
シ

ッ
プ
商
品
と
し
て
地
元
で
の

認
知
が
自
ず
と
高
ま
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

　
一
方
、
大
都
市
部
で
は
、

複
数
の
乗
り
合
い
バ
ス
事
業

者
が
方
面
別
に
高
速
バ
ス
を

運
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
乗

り
場
や
予
約
方
法
も
バ
ラ
バ

ラ
で
使
い
勝
手
が
悪
か
っ

た
。
ま
た
、
彼
ら
の
ほ
と
ん

ど
は
大
手
私
鉄
系
の
バ
ス
事

業
者
で
あ
り
、
確
か
に
そ
の

事
業
規
模
は
共
同
運
行
先

（
地
方
の
乗
り
合
い
バ
ス
事

業
者
）
に
比
べ
何
倍
も
大
き

い
も
の
の
、
そ
の
存
在
感
は

親
会
社
の
鉄
道
沿
線
と
い
う

「
線
」
に
限
ら
れ
て
い
た
。

　
鉄
道
駅
や
車
内
掲
出
の
ポ

ス
タ
ー
や
沿
線
情
報
誌
で
高

速
バ
ス
の
告
知
を
行
っ
て

も
、
首
都
圏
、
関
西
圏
と
い

う
「
面
」
で
の
認
知
拡
大
は

進
ま
な
か
っ
た
の
だ
。
と
は

い
え
、
大
都
市
側
事
業
者
が

高
速
バ
ス
の
成
長
に
果
た
し

た
役
割
は
小
さ
く
な
い
。

　
そ
も
そ
も「
共
同
運
行
制
」

そ
れ
自
体
を
、
業
界
内
の
利

害
調
整
を
主
導
す
る
と
と
も

に
運
輸
省
（
当
時
）
と
掛
け

合
っ
て
「
勝
ち
取
っ
た
」
の

は
、
京
王
、
阪
急
、
西
鉄
と

い
っ
た
大
都
市
側
事
業
者
で

あ
る
。

　
ま
た
、
彼
ら
が
鉄
道
用
地

（
高
架
下
な
ど
）
を
活
用
す

る
な
ど
し
て
都
心
の
鉄
道
駅

至
近
に
大
規
模
な
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
を
整
備
し
た
こ
と

で
、
大
量
の
高
速
バ
ス
を
発

着
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
今
日
の
ウ
ェ

ブ
予
約
に
つ
な
が
る
座
席
管

理
シ
ス
テ
ム
な
ど
へ
の
投
資

も
、
多
数
の
路
線
を
持
つ
大

都
市
側
事
業
者
が
主
導
し
た

か
ら
こ
そ
、
実
現
し
た
と
言

え
る
。

　
彼
ら
は
、
新
宿
や
梅
田
、

福
岡
な
ど
を
拠
点
に
、
周
辺

県
の
事
業
者
と
そ
れ
ぞ
れ
共

同
運
行
で
高
速
バ
ス
を
運
行

し
た
か
ら
、路
線
の「
ハ
ブ
」

に
位
置
す
る
事
業
者
と
し
て

営
業
施
策
や
現
場
の
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
策
定
、
そ
れ
を
支

え
る
シ
ス
テ
ム
開
発
な
ど
で

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

た
。

　
だ
が
、
市
場
（
顧
客
）
を

握
っ
て
い
る
の
は
地
方
側
事

業
者
な
の
に
、
共
同
運
行
に

お
い
て
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
振

る
舞
う
の
は
大
都
市
側
事
業

と
い
う
矛
盾
が
、今
思
え
ば
、

１
９
９
０
年
代
後
半
以
降
の

高
速
バ
ス
の
成
長
鈍
化
と
、

競
合
す
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
登
場
を
招
い
た
と

い
う
気
も
す
る
。

　
（
高
速
バ
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
研
究
所
代
表
）
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旧
三
井
家
下
鴨
別
邸

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は

月

日
、
２

０
１
７
年
の
旅
行
市
場
の
見

通
し
を
発
表
し
た
。
「
景
気

は
回
復
基
調
に
あ
り
、
旅
行

意
欲
も
堅
調
で
、
休
日
の
日

並
び
も
良
い
」
（
同
社
広
報

室
）
こ
と
な
ど
か
ら
、
国
内

旅
行
人
数
は
前
年
比
で
０
・

４
％
の
微
増
と
な
る
２
億
９

８
０
０
万
人
と
予
測
す
る
。

　

年
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
（
Ｇ
Ｗ
）
と
正
月
を

除
く
週
末
の
３
連
休
が
６
回

と
前
年
よ
り
１
回
多
い
。
Ｇ

Ｗ
は
５
月
１
日
と
２
日
を
休

め
ば
９
連
休
と
な
る
。
月
末

の
金
曜
日
に
午
後
３
時
の
退

社
を
促
し
、
買
い
物
や
旅
行

な
ど
の
時
間
を
創
出
す
る

「
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ

ー
」の
効
果
も
期
待
さ
れ
る
。

　
国
内
旅
行
の
話
題
と
し
て

は
、
名
古
屋
市
に
レ
ゴ
ブ
ロ

ッ
ク
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
レ

ゴ
ラ
ン
ド
」
が
４
月
に
オ
ー

プ
ン
。
５
月
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本

の
「
ト
ラ
ン
ス
イ
ー
ト
四
季

島
」
、
６
月
に
Ｊ
Ｒ
西
日
本

の
「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス

プ
レ
ス
瑞
風
」
と
、
新
し
い

寝
台
列
車
が
東
西
で
運
行
を

始
め
る
。
都
市
部
や
リ
ゾ
ー

ト
地
で
新
し
い
ホ
テ
ル
の
開

業
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
国
内
旅
行
の
平
均
消
費
額

は
０
・
３
％
増
の
３
万
４
９

２
０
円
、
国
内
旅
行
消
費
額

は
０
・
８
％
増
の

兆
４
１

０
０
億
円
と
推
計
す
る
。

　

年
の
訪
日
外
国
人
旅
行

者
数
は

・
１
％
増
の
２
４

１
０
万
人
と
予
測
。
年
は
、

円
安
が
続
け
ば
日
本
へ
の
旅

行
を
し
や
す
い
環
境
と
な
る

が
、
中
国
や
ア
ジ
ア
の
経
済

状
況
が
変
化
す
れ
ば
旅
行
の

動
向
に
影
響
す
る
。
伸
び
率

は
鈍
化
し
、

・
０
％
増
の

２
７
０
０
万
人
と
見
込
む
。

　
海
外
旅
行
人
数
は
、
や
や

円
安
に
転
じ
て
い
る
こ
と
か

ら
前
年
並
み
の
１
７
０
０
万

人
と
推
計
。
２
月
か
ら
の
燃

油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
復
活
な

ど
で
旅
行
の
単
価
が
上
昇

し
、
平
均
消
費
額
は
３
・
８

％
増
の

万
７
２
０
０
円
、

海
外
旅
行
消
費
額
は
３
・
７

％
増
の
４
兆
２
千
億
円
と
な

る
見
通
し
だ
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
京
都
・
大

阪
・
神
戸
観
光
推
進
協
議
会

は

月
７
～
９
日
、
主
に
首

都
圏
と
関
西
地
区
の
マ
ス
コ

ミ
を
対
象
に
京
都
、
大
阪
、

神
戸
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
三
都
物
語
」
の
現
地
説
明

会
を
実
施
し
た
。

　
京
都
市
内
で
は
、
一
般
公

開
を
始
め
た
「
旧
三
井
家
下

鴨
別
邸
」（
重
文
）、映
画
「
君

の
名
は
。」で
人
気
の
組
紐
を

体
験
で
き
る
施
設
「
安
達
く

み
ひ
も
館
」、京
の
冬
の
旅
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
特
別
公
開
箇

所
の
壬
生
寺
の
狂
言
堂
と
本

堂
、
妙
心
寺
大
雄
院
、
嵐
山

花
灯
路
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　
大
阪
市
内
で
は
、
天
神
橋

筋
商
店
街
か
ら
大
阪
ベ
イ
エ

リ
ア
の
「
Ｇ
Ｌ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
　
Ｍ

Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
」
に
移
動
。
同

施
設
は
、
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
に

ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
カ
ー
な
ど
を

展
示
し
て
お
り
、
車
の
歴
史

を
体
験
で
き
る
。
水
族
館

「
海
遊
館
」
で
は
バ
ッ
ク
ヤ

ー
ド
見
学
。
御
堂
筋
を
彩
る

光
の
イ
ベ
ン
ト
「
大
阪
・
光

の
饗
宴
」
も
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
神
戸
市
内
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
べ

っ
ぴ
ん
さ
ん
」
や
映
画
「
デ

ス
ノ
ー
ト
　

Ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
　

ｕ

ｐ
　

ｔ
ｈ
ｅ
　

Ｎ
Ｅ
Ｗ
　

ｗ
ｏ

ｒ
ｌ
ｄ
」
の
ロ
ケ
地
や
関
連

施
設
を
紹
介
。
昼
食
は
、
旧

貿
易
商
邸
宅
を
使
用
し
た
フ

レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ジ
ェ

ー
ム
ス
邸
」
で
名
物
の
ロ
ー

ス
ト
ビ
ー
フ
。
神
戸
赤
煉
瓦

倉
庫
で
は
神
戸
市
の
着
地
型

旅
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
お
と
な

旅
神
戸
Ｋ
ｏ
ｂ
ｅ
　
Ｉ
Ｎ
Ｋ

物
語
を
訪
ね
る
旅
」
を
ア
ピ

ー
ル
。
「
第

回
神
戸
ル
ミ

ナ
リ
エ
」の
見
学
も
行
っ
た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
旅
行

販
売
会
社

社
に
よ
る

月

の
取
扱
額
は
前
年
同
月
比
９

・
６
％
減
の
１
５
０
８
億
８

１
０
０
万
円
で
、
う
ち
国
内

旅
行
は
６
・
６
％
減
の
９
４

６
億
８
７
０
０
万
円
。
海
外

旅
行
は

・
０
％
減
の
４
２

７
億
６
千
万
円
、
国
際
旅
行

は

・
７
％
増
の

億
６
１

０
０
万
円
、
旅
行
関
連
商
品

そ
の
他
は

・
８
％
減
の


億
７
３
０
０
万
円
と
な
っ

た
。

　
国
内
旅
行
の
内
訳
を
見
る

と
団
体
旅
行
は
４
・
６
％
減
。

う
ち
一
般
団
体
は
「
組
織
」

が
３
・
０
％
減
、
「
提
携
販

売
」
が
７
・
３
％
減
、
「
官

公
庁
・
自
治
体
」
が

・
０

％
減
。
教
育
団
体
は
４
・
６

％
増
だ
っ
た
。

　
企
画
商
品
は
５
・
８
％
減

で
、
う
ち
ブ
ラ
ン
ド
「
エ
ー

ス
Ｊ
Ｔ
Ｂ
」は
３
・
５
％
減
。

手
配
旅
行
を
含
む
個
人
旅
行

全
体
で
は
７
・
４
％
減
だ
っ

た
。

　
方
面
別
の
状
況
を
首
都
圏

発
エ
ー
ス
の
取
扱
人
員
で
見

る
と
、

・
３
％
減
の
九
州

を
は
じ
め
、

・
７
％
減
の

近
畿
、
８
・
１
％
減
の
中
国

・
四
国
な
ど
、
全
方
面
が
前

年
を
下
回
っ
た
。

　
海
外
旅
行
は
、
団
体
旅
行

が

・
９
％
減
。
企
画
商
品

が

・
９
％
減
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
が


・
６
％
減
だ
っ
た
。

　
訪
日
外
国
人
観
光
客
向
け

パ
ッ
ケ
ー
ジ
商
品
「
サ
ン
ラ

イ
ズ
ツ
ア
ー
」
と
体
験
型
観

光
素
材
商
品
「
エ
ク
ス
ペ
リ

エ
ン
ス
ジ
ャ
パ
ン
」
の

月

３
日
付
の
予
約
状
況
は
、
人

員
ベ
ー
ス
で

月
が
０
・
７

％
減
、
月
が
０
・
３
％
増
、

１
月
が

・
４
％
増
。
新
商

品
「
奥
多
摩
絶
景
紅
葉
め
ぐ

り
　
高
級
干
し
柿
農
家
見
学

と
ぶ
ど
う
狩
り
・
カ
ニ
の
昼

食
」
な
ど
紅
葉
関
連
商
品
が


％
伸
び
た
。

　

年
度
の
４
月
か
ら

月

ま
で
の
累
計
は
、
総
取
扱
額

が
６
・
１
％
減
の
１
兆

億

８
１
０
０
万
円
、
国
内
旅
行

が
５
・
８
％
減
の
６
１
６
７

億
５
千
万
円
、
海
外
旅
行
が

６
・
５
％
減
の
３
０
２
６
億

９
４
０
０
万
円
、
国
際
旅
行

が

・
４
％
増
の
５
３
３
億

５
５
０
０
万
円
、
旅
行
関
連

そ
の
他
は

・
７
％
減
の
３

１
５
億
８
２
０
０
万
円
と
な

っ
て
い
る
。

　
東
日
観
光
の
社
長
に
１
月

１
日
付
で
井
口
勝
正
常
務
が

就
任
し
た
。
米
村
道
章
前
社

長
は
非
常
勤
の
特
命
事
項
担

当
に
就
い
た
。

　
新
役
員
体
制
は
次
の
通

り
。

　
代
表
取
締
役
社
長
　
井
口

勝
正（
昇
格
）▽
取
締
役
管
理

本
部
長
　
折
笠
雅
浩
▽
取
締

役
営
業
本
部
長
　
五
十
嵐
修

（
新
任
）▽
取
締
役
海
外
旅
行

事
業
部
長
　
大
谷
俊
之
（
新

任
）
▽
取
締
役
国
際
旅
行
事

業
部
長
　
阿
部
員
子（
新
任
）

▽
取
締
役
非
常
勤
　
岩
澤
健

一
▽
監
査
役
　
長
町
直
樹

　
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
）
は

月

日
、
地
域

へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の

分
散
を
促
進
す
る
た
め
第
４

回「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
商
談
会
」

を
石
川
県
金
沢
市
で
実
施
し

た
＝
写
真
。
北
陸
信
越
運
輸

局
、
中
部
運
輸
局
、
日
本
政

府
観
光
局
が
協
力
。
Ｊ
Ａ
Ｔ

Ａ
訪
日
旅
行
推
進
委
員
会
の

旅
行
会
社
と
北
陸
の
観
光
産

業
・
自
治
体
関
係
者
、
１
２

６
人
が
参
加
し
た
。

　
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
山
崎
道
徳
理

事
が
「
観
光
立
国
実
現
に
向

け
て
の
取
り
組
み
」
と
題
し

て
講
演
し
た
の
に
続
き
、
石

川
県
の
大
西
洋
彰
・
観
光
戦

略
推
進
部
国
際
観
光
課
欧
米

誘
客
戦
略
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ

ー
、
富
山
県
の
南
茂
英
気
・

観
光
・
地
域
振
興
局
観
光
課

国
際
観
光
班
主
任
、
福
井
県

の
笠
島
亘
弘
・
観
光
営
業
部

総
括
主
任
が
各
県
に
つ
い
て

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
そ

の
後
、
参
加
者
が
自
由
に
商

談
を
行
っ
た
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
商
談
会
は

年
２
回
行
わ
れ
て
お
り
、
第

１
回
を
２
０
１
５
年
６
月
に

群
馬
県
（
群
馬
・
栃
木
地
区

合
同
）
、
第
２
回
を
同

月

に
大
阪
府
（
滋
賀
・
奈
良
・

和
歌
山
地
区
合
同
）
で
、
第

３
回
を

年
６
月
に
静
岡
県

で
開
催
し
て
き
た
。

年
度

は
東
北
な
ど
を
予
定
し
て
い

る
。

　
日
本
旅
行
は
こ
の
ほ
ど
、

季
節
限
定
と
旬
の
旅
を
提
案

す
る
「
極
み
の
旅
」
シ
リ
ー

ズ
と
し
て
、
山
形
県
酒
田
市

の
冬
の
風
物
詩
を
楽
し
む
ツ

ア
ー
「
氷
瀑
の
玉
簾
（
た
ま

す
だ
れ
）
の
滝
と
旬
の
寒
鱈

（
か
ん
た
ら
）を
楽
し
む
旅
」

を
発
売
し
た
。

　
山
形
県
随
一
の
高
さ
を
誇

る
玉
簾
の
滝
の
幻
想
的
な
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
を
観
賞
。
夜
間

景
観
を
新
た
な
観
光
資
源
と

す
る
同
市
が
初
の
試
み
と
し

て
行
う
も
の
で
、
パ
ナ
ソ
ニ

ッ
ク
の
照
明
デ
ザ
イ
ナ
ー
が

手
掛
け
、
同
社
の
最
新
Ｌ
Ｅ

Ｄ
で
照
ら
し
た
幻
想
的
な
美

し
い
景
観
を
楽
し
め
る
と
い

う
。

　
ま
た
酒
田
市
で
行
わ
れ
て

い
る
祭
り
「
日
本
海
寒
鱈
ま

つ
り
」
に
参
加
。
真
鱈
を
ぶ

つ
切
り
に
し
、
あ
ま
す
と
こ

ろ
な
く
入
れ
た
寒
鱈
汁
を
賞

味
す
る
。

　
同
県
の
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
雪
の

能
『
ま
つ
や
ま
大
寒
能
』
」

の
見
学
や
、
こ
た
つ
で
暖
を

と
り
な
が
ら
の
最
上
川
の
舟

下
り
も
楽
し
む
。
能
は
見
学

後
、役
者
と
の
交
流
も
行
う
。

　
１
月

日
発
の
１
泊
２

日
。
仙
台
発
着
で
料
金
１
万

９
８
０
０
円
。

◎
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ

１
月
１
日
付

　
財
務
経
理
部
長
（
人
事
総

務
部
副
部
長
）
泉
本
剛
治

　
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
）は

月

日
、会
員
旅

行
会
社
に
四
半
期
ご
と
に
実

施
し
て
い
る
「
旅
行
市
場
動

向
調
査
」
の
２
０
１
６
年


月
期
結
果
を
発
表
し
た
。
国

内
旅
行
の
現
況（

～

月
）

は
、
景
気
動
向
指
数
Ｄ
Ｉ
が

マ
イ
ナ
ス

で
、
３
カ
月
前

（
７
～
９
月
）
か
ら
１
㌽
下

落
し
た
。
３
カ
月
後
（
１
～

３
月
）
は
マ
イ
ナ
ス

と
さ

ら
に
下
落
、
６
カ
月
後
（
４

～
６
月
）
は
マ
イ
ナ
ス

と

な
る
見
通
し
。

　
国
内
旅
行
の
現
況
を
方
面

別
に
見
る
と
、
京
阪
神
は
３

と
３
カ
月
前
に
比
べ
横
ば
い

だ
が
、
プ
ラ
ス
を
維
持
。
九

州
は
大
き
く

㌽
上
昇
し
て

マ
イ
ナ
ス

に
。
北
海
道
は

マ
イ
ナ
ス

と

㌽
、
伊
豆

・
箱
根
（
静
岡
を
含
む
）
は

マ
イ
ナ
ス

と

㌽
、
そ
れ

ぞ
れ
大
き
く
下
落
し
た
。

　
３
カ
月
後
は
、
全
体
的
に

下
落
傾
向
。
北
海
道
が
９
㌽

減
の
マ
イ
ナ
ス

、
九
州
が

６
㌽
減
の
マ
イ
ナ
ス

、
北

陸
が
８
㌽
減
の
マ
イ
ナ
ス


と
な
る
見
込
み
。

　
海
外
旅
行
の
現
況
は
３
㌽

上
昇
の
マ
イ
ナ
ス

。
３
カ

月
後
は
さ
ら
に
３
㌽
上
昇
し

マ
イ
ナ
ス

、
６
カ
月
後
は

マ
イ
ナ
ス

と
回
復
す
る
見

通
し
だ
。

　
調
査
は

月
４
～

日
に

会
員
旅
行
会
社
５
７
３
社
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
実
施
。

３
１
８
社
の
回
答
を
得
た
。


